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調査：平成15年７月15日

男子：17名 女子：16名 計33名【生徒用アンケート結果資料】 Ａ中学校・２年１組 道 徳 「国際理解」の実態
「外国人との交流」での心配や不安、交流の時に大切にしたいこと

心配や不安 交流の時に大切にしたいこと

○明るく笑顔で接するＡ
○挨拶する

（３５） ○言葉のつかい方やジェスチャーなど、外国人に分かりやすＡ 言葉が通じるのか
い言葉で話す

○もっと英語を学んで、交流できるよう努力する
○英語で話せるように努力する

○言葉が通じるのか ○言葉を越えた何かを伝えたい
○英語で何を言っているか ○相手の目を見て話す
○外国語で突然話しかけられ ○言葉が通じなくてもコミュニケーションを図る
たらとまどってしまう ○言葉が分かるように努力する

○自分の言いたいことがきちん
と伝わっているのか

Ｂ
○相手の国の文化のことも気遣いながら楽しく交流する

○ちょっと ○文化の ○日本人としてはずかしくないふるまいをする
のことで行き ちがい
違いをしないか ○食文化のちがい

○その国の常識などを ○きまりが分からな ○偏見をもたない
知らないのでむやみ いこと
に何かやっても誤解を ○日本の文化を理解し
生じる場合がある てくれるか
○外国の常識を知らず
に失礼なことをしない
か ○相手を認めて、お互いにわかり合おうと努力するＣ

○お互いに尊重し合う
○その人の長所を探す
○相手がどう感じているか相手の気持ちを理解する
○軽蔑をしない

（５） （６） ○相手の気持ちをそこねないＣ 外国人の常識が分からない Ｂ 文化のちがい
○見た目で判断しない
○人権を無視した言葉を言わないようにする
○心の底から仲良くなりたいという気持ちで接する
○優しい気持ちで接する
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調査：平成15年 月15日7
●男子：12名 ○女子：８名 計20名【教師用アンケート結果資料】 Ａ中学校 道徳内容項目について （教師の意識調査より）

地域人材を活用すると教育の効果があると思う「鍵 ・授業であまり取りあげてこなかった「鍵」」

１ 地域人材を活用すると教育の効果があると思う「鍵」 （一人５つまで複数回答）

視点・ １ 自分自身 ２ 他の人とのかかわり ３自然・崇高 ４ 集団や社会とのかかわり
質問 項目

『心のノート 』１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 中学校
８～９頁の内容

地 の 項目を参照。●○ ●○ ●○ ○ ○ ● ● ●○ ○ ● ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●● ●○ ●○
○ ●○ ○ ● ●○ ○ ●○ ● ● ●○ ● ●● ●○ ●○域 効

○ ● ○ ● ● ● ●● ● ●人 果
● ● ● ●○ ● ●材 が
● ● ● ●○ ● ●を あ
● ● ●○ ● ●活 る

●○用 と
●○す 思
●る う

と ｢鍵」
０人 ３人 ０人 ５人 ０人 ２人 ２人 １人 ２人 １人 ８人 ３人 １人 ２人 ５人 ６人 ３人 ８人 ０人 ３人 17人 ８人 ８人教

育

２ 授業であまり取りあげてこなかった「鍵」 （一人５つまで複数回答 「理由」も並記）、

視点・ １ 自分自身 ２ 他の人とのかかわり ３ 自然・崇高 ４ 集団や社会とのかかわり
質問 項目

『心のノート 』１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 中学校
８～９頁の内容

あ 項目を参照。●○ ● ● ●○ ●○ ●○ ●○ ○ ●○ ● ○ ●○ ● ● ●○ ●○ ●○ ●○ ●○
●○ ●○ ● ●○ ● ● ○ ● ● ●○ ●○ ●○ ●○ま
●○ ●○ ● ● ● ●○ ●○ ●○り
● ● ● ●○ ●○ ●○取

● ● ●○ ●り
● ● ● ●あ こ

げ な
て か
っ
た

７人 １人 １人 ０人 ４人 ３人 ０人 ０人 ７人 ０人 ７人 １人 ２人 ２人 ２人 ４人 １人 ３人 ４人 ２人 10人 11人 人「鍵」 10

理由 理由 理由 理由 理由 理由

●生徒の問題として、 ●価値を生徒に教え ●価値を生徒に教え ●価値を生徒に教え ●遠くのことでイメ
●日々の指導の中で行 考えにくいと問題と るのが難しい るのが難しい るのが難しい ージがわきにくい
っている 思う ●現在の生徒に納得で ●チャレンジウィーク ●題材が大きすぎる ●外国人との共生を
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●学級活動で取りあげ ●私自身に苦手意識が きるまで引きあげる で扱う ●生徒に身近でない テーマに適した教
ている ある のは難しい ●地域のことをよく知 ●愛国心を取りあげる 材がない

●後回しになりがちで ●「正しく」にこだわ ●自然の偉大さは教室 らない のは難しい ●英語の授業でやる
る っている で教えるのは難しい ●よい教材がない ●外国籍の生徒もいる ●実感がなかなか伝

●日常の随時指導で行 ○学級活動の時間で行 ●自分として話せるも ●話せるものがない ので取りあげにくい わらない
える っている のがない ●後回しになる ●副読本の文章が分か ●テーマが大きすぎ

○生活習慣をきちんと ●日常生活との関連が ○地域・家庭の雰囲気 りにくい て身近でない
させるのは家庭が一 薄い が大切である ●後回しになる ○世界平和への前に
番である ○自然の素晴らしさに ○総合的な学習の時間 ○国語の教材等で考え まず地域のせまい

感動するのは感性 で郷土巡りを行う させている ところから大切に
である させたい


